※１　【様式２】　は、Ａ４・３枚以内に収めてください
※２　□をクリックすると■(チェック)になります　（Word文書のみ）
	様式２
	阪神高速 未来 (あす)へのチャレンジプロジェクト 第５回助成申請書




申請書類提出日：2025年　　月　　日

	団体名
	

	申請事業名
(30字程度)
	

	（１）　助成申請額　(最大50万円)
	（２）　応募する分野　　(主なものを1つ選択してチェック(■)を入れる)

	万円
	　☐　安全・安心なまちづくり　　　☐　持続可能な環境づくり
　☐　次世代を担う人づくり　　　　☐　地域・社会の活性化やにぎわい創出

	（３）　申請事業の「概要」を100字程度で記入してください。

	



	（４）　申請事業の活動エリア（市町名）を記入してください。

	


	(５) 申請事業を通じ「達成したいSDGs目標」と、そのように考える理由を簡潔に記入してください。

	SDGs目標
(□をクリック)
	☐目標１　　☐目標２　　☐目標３　　☐目標４　　☐目標５　　☐目標６　☐目標７　　☐目標８　　☐目標９
☐目標１０　☐目標１１　☐目標１２　☐目標１３　☐目標１４　☐目標１５　☐目標１６　☐目標１７

	理　由

（５行程度で）
	





	(6) 申請事業に取り組む「目的」や「背景(課題・ニーズ)」、さらには「「市民団体が取り組む意義」を簡潔に記入してください。

	

	(７) 申請事業の「事業計画内容(いつ、何を、どのように行うか　など)」について、簡潔に記入してください。

	












	(８) 前記（７）で記載した「事業計画内容」の立案にあたり、創意工夫した点・チャレンジした点を記載してください。
なお、【過去に本助成を受けた事業と同一事業だが、「取り組み内容に工夫・改善」を行い申請する場合】　は、
本欄に「取り組み内容の工夫･改善点」を必ず記載してください。

	

	(９) 助成期間終了後の「申請事業の見通し(継続性・発展性など)」について記入してください。

	

	(1０) SDGs目標17に沿った他団体との「現在の連携」や「将来的な連携構想」を記入してください。
　　なお、記入欄は２つに分けています。「未実施・未検討」のときは、その旨記入してください。

	（他団体・市民との現在の連携状況）



	（他団体・市民との将来的な連携構想）



	(1１) 予算計画　　(項目名は適宜変更してください)

	収入
	項目
	摘要(内訳・算出根拠など)
	金額(円)

	
	本助成・申請額
	
	

	
	事業収入(参加費等)
	
	

	
	自己資金
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	①収入総額（②支出総額と同額）　計
	

	支出
	科目
	摘要(内訳・算出根拠など)
	金額(円)

	
	人件費
	
	

	
	賃借料
	
	

	
	物品購入費
	
	

	
	印刷費
	
	

	
	通信費
	
	

	
	交通費
	
	

	
	謝礼金
	
	

	
	その他
	
	

	
	
	
	

	
	②支出総額（①収入総額と同額）　計
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